20180916レムナント教会1部
未来に備えたエリシャ（Ⅱ列王記6:1-2)
　７人のレムナントを通して、いまを生きる私たちに神様が与えられる契約のメッセージを探っています。その中で特にいまはエリシャのことを聖書を通して考えているところです。エリシャは、なにより福音の価値がなにかを分かったので文句なしで福音に従う決断がありました。これが勝利の鍵になるという話でした。そして、そのエリシャは、普通の人は見ることができない、信徒でもなかなか理解できない霊の世界を分かっていて、霊的なことを優先して無戦勝利者になったということを確認しました。これが皆さんひとりひとりに契約としてしっかり握られることを祈りたいと思います。

そのエリシャがどのように勝利するようになったのかと言いますと、エリシャは未来に備えていた人でした。そのエリシャを通して、いまを生きる私たちの未来に備える契約を握っていれば必ず勝利するようになるということでしょう。いままで7人のレムナントのことをメッセージからずっと考えてまいりました。皆さん、それら小さなタイトルがどのようになっていたのかということを振り返って、自分なりに整理をしてみてください。そうすると、とてもわかりやすく、いま私が握るべき契約は何だろうかということが明確に浮かび上がるようになると思います。

今日の聖書を見るとこういう言葉が紹介されています。「預言者のともがらが…」と書いてあります。日本語的に「預言者のともがら」というのは、どういう意味なのか正確にはよく分かりませんが、仲間という意味があるかもしれませんが、文脈の中では、その預言者の候補者という意味があるわけです。いまで言いますと、牧者の候補者に当たるものなのです。そういう人々をドタンという町でエリシャが育ててケアをしていたという話です。他の聖書には、聖徒という言葉も書かれています。このドタンの町で預言者のともがらをケアしていたというところが、実はいまの神学校の出発点になったわけです。世界中のプロテスタントの神学校では、ドタンの町という言葉をよく使います。つまり、エリシャは神学生を育てていたということです。それがなにを意味するのかと言いますと、それが未来に備えていたということなのです。ただ神学生を育てていたということは、そういうことをやっていたのかという簡単な話ではありません。この間も申し上げましたように、当時の時代的な状況を考えないといけません。預言者がイゼベルによってみな殺される時代です。いまで置き換えて申し上げると、牧師がみな殺されるような時代なのです。そこでエリヤが一度、バアルの預言者に打ち勝って、バアルの預言者を皆殺しにしたのにもかかわらず、また追いかけられる立場になって意欲を消失し、えにしだの木の下で「もう召してください。死んだ方がましです」というようなことがあった時代です。そんな中で預言者の候補生になっているということは、並大抵のことではないわけです。預言者のともがらもそうなのですが、そのような覚悟をもって、そのシステムを作って神学生を育てることに挑んで挑戦していたエリシャが、どういう心境でこれをやっていたのかということを考えないといけません。普通にやれるようなものではありません。いま、もし牧師になるとみな刑務所に入りますという状況だとして、その中で神学生を募集したとしたら、学生は集まるのでしょうか。牧師になればみな刑務所行きだという時代に神学校を建てて、神学生を募集すると、学生が集まるのでしょうか。それよりもっとひどい状況でした。それにもかかわらず、それを覚悟の上で全うしていたということは、エリシャは他の人が見ていない未来をしっかりと見ていたからです。なぜエリシャは神学生を育て、危険を覚悟の上でそういうことをやっていたのでしょうか。なぜそれができたのでしょうか。それを少し考えて、私たちも契約を握っていきたいと願います。
それはなぜかと言いますと、他の人は興味もないでしょうけれども、神様からの契約は絶対に成就すると信じていたので、そういう人は未来に備えるようになります。神様の契約はなにがなんでも必ず成就する、それを裏返しますと、神様の主権と言います。神の主権の思想と言います。神の主権は、なにがなんでも誰でも止められないという意味です。なにがなんでも神様が思っていらっしゃること、神様が約束なさったこと、神様がなそうとしていらっしゃることは、必ずその通りになるということが主権という意味なのですが、聖書すべてがその証拠であり、歴史もその証拠です。実は、皆さんひとりひとりもその証拠の一つなのです。私たちには、因果応報の思想が身に染みています。因果応報というのは、神を排除して人間が中心になって生まれてくるものです。人がこうするとこうなる、こうしないとこうならなかった。これが因果応報です。その因果応報の思想から見たときには、まったく理解できない、それが神の主権です。そのすべての因果応報のルールを超えて、因果応報的にはまったくできない状況なのにできてしまうのです。因果応報的には、罪人は救いの余地がないし、さばかれて当然なのに、まったく人間の方に原因がないのに、神様の主権、神の恵みによって、人間を救おうとしていらっしゃったので、その通りになってしまうのです。世の中のルールでは、どこに持っていっても当てはまりません。でも、なぜそれができたのでしょうか。神様の主権なのです。私たちの頭の理性でも実は全部理解できません。

なぜ理解がなかなかできないのでしょうか。それは私たちが神様を離れ排除して、人間中心ですべてを考えてきて、それに慣れているからです。でも、聖書はそのように言っていません。神様がいらっしゃって、神様が約束なさいます。そうすると、なにがなんでもそれは絶対にその通りになります。それを信じるか信じないかです。そうなることは未来のことです。でも、信じることは、いま信じることです。その最高の証拠が何かというと、イエス・キリストの十字架です。人間が救われるために、神様は約束なさいました。キリスト、メシアが身代わりとなって私たちのために死なれる、それで救いのわざが成し遂げられる。しかし、サタンがそれを邪魔して、結局、サタンの策略通りに、メシア、キリストを消そうということで十字架につけてしまったのです。まるで神様の約束が全面的に崩壊していくかのような場面なのです。サタンの勝利のように思われます。しかし、それは神様の約束を成就する最高のみわざになりました。サタンの最悪な、最高の邪魔があっても、神がなそうとしていらっしゃることを邪魔することはできません。むしろサタンの一番の邪魔を全部利用して、神様の約束、神様がなさろうとしていらっしゃることを全うされるわけです。これが神様ご自身であり、神の主権なのです。本当に神の主権が分かっている者は、物事を見る目が変わるし何の心配もしません。皆が十字架を見てがっかりして逃げたり失望しました。なぜでしょうか。神の主権が分かっていないからです。皆ががっかりする、それが神様がなさることなのです。神は誰にも止められません。なにものにも邪魔されません。イエス・キリストによって良いことを始められた方は、キリストの日までそれを完成なさるという方です。私たちには弱さがあるでしょう。ときには不信仰になるときもあるし、ミスをするときもあります。だからといって皆さんの弱さが、心配が、神様が皆さんに対してなそうとしていらっしゃることを邪魔できるかというととんでもありません。皆さんの弱さが神様を超えられないのです。だから、安心してください。神の主権なのです。私たちは自分中心に考える因果応報に慣れているから、それをはるかに上回る神様がなさるルールというものがあるわけです。エリシャは神様の契約を信じて、それが絶対その通りになることを信じていました。それゆえ、今日の現実を見たときには、因果応報の目から、人間のレベルから見るときには絶望したりあきらめるしかないような険しい状況、厳しい現実かもしれません。でも、契約が絶対に成就することを信じているので、今日の現実の前で絶望したりあきらめたりしません。だから、未来に備えるわけです。今日の現実を見ると、まるでイエス様の十字架のように契約とはより遠く離れているかのように、あるいは無縁のような契約をすべて破壊するような現実に見えるかもしれません。でも、契約はそのような現実、今日の厳しいなにかによって邪魔されるものではありません。絶対にその通りになります。契約の長い歴史を見ると、キリストが来られるという約束と正反対の方向にいつも行っているかのように思われる歴史ばかりでした。でも、結局は人の予想をすべて裏切り、キリストは約束通りに来られました。これが契約というものであり、神様の主権なのです。皆さんの小さなキャパシティの中に閉じ込められないようにしていただきたいと思います。
今日の現実に落ち込んだり、身を引いたり、あきらめたりすることなどありません。いま私たちが生きている今日の現実はどうなのでしょうか。当時と何にも変わりありません。暗やみの文化に覆われています。みなそれが良いかどうかも分からずに、むしろ賞賛し、エンジョイし、崇めているところです。国のトップの人がそこに拝むような時代を生きているわけです。だから、国民に対する影響はどうなのでしょうか。しかも町々の自治会の中には当たり前のように自治会の行事として組み込まれているし、学校の教育の中でも、まるで神社＝Japanとなっているのです。それが誇りなのです。当時のイゼベルの時代よりもっと厳しいかもしれません。そういう中で世界中、キリスト教の人口の割合が最低な状況です。だから、いつもキリスト教というものは、マイノリティです。堂々とクリスチャンだと言えるべきなのに、そういう状況の中でクリスチャンの方々が肩身の狭い思いをしていらっしゃるかもしれません。本人の不信仰でしょうけれども、そういう状況なのです。そこでクリスチャンでも個人的に様々な事情があり、いろいろな苦しみを味わい、いろいろな苦難に遭遇することがあるわけです。そこでうっかりすると、失望したりがっかりしたりあきらめる、あるいは現実をつぶやく可能性がありますが、契約は、必ず成就するので未来に備える希望に輝く人が今日の現実に絶望したりあきらめたりしません。むしろどんなに暗い現実、今日の状況であっても、今日のこの日を最高の日にして生きていくわけです。なぜなら契約は絶対に成就するわけですから。これがエリシャから見られることであり、また７人のレムナント全員からも見られることです。皆さんは、今日のこの日を、今日の現実をどのように見ていらっしゃるのでしょうか。辛いこともあるし、思いどおりにうまくいかないこともあるし、いろいろあるかもしれません。皆さんがもし契約がなにか分かって信仰に立っている方であれば、今日のこの日を周りから見たときには、いろいろなことを言われるでしょうけれども、クリスチャンとしては最高の一日を生きるようになります。なぜかというと今日のこの現実が人間的な評価がどうであろうが、それは契約の旅程なのです。
今週、急に韓国に行ってまいりました。後輩の牧師の奥さんががんを患っていたのですが、急に危篤状態になったため韓国に飛んで行きました。それで葬儀を終えて、昨夜帰ってきました。その葬儀場自体にいくつも部屋があって、隣でも、その隣でも別の方が葬儀を行っていました。雰囲気がまったく違いました。その牧師夫人は、まだうちの家内より年下なのです。子どもたちも社会人になっている人はまだいません。大学生ぐらいの子たちです。その奥さん側の未信者の親戚、兄弟の方々も来ました。もちろん泣くのは悪いわけではありませんが、後輩の牧師の子どもたちも泣く姿をまったく見ることができませんでした。泣かないから良いわけではありませんが、いろいろな礼拝があったりお話をする機会があってお祈りをしたりすると、子どもたちの祈りが、いま私がお話ししているような内容が祈りなのです。つまり、周りから見ると、お母さんが亡くなって悲しいことです。「何でこんなに早く亡くなったのか。旦那さんがもう少ししっかりやってくれれば」…といろいろなことを言われるわけです。早く召されるとこういうこともあるのだなと、私は初めて知りました。周りから「これから先生大変だろうね」という人もいたし、そういう人ばかりかなと思っていたら、何か文句を言う人も結構いるのです。「旦那さんがしっかり面倒を診ていなかったからこうなっただろう」とかいろいろな話があるのです。でも、それに動じることなく、つまり、周りからはいろいろな評価がありますが、母が早く亡くなった。奥さんが早く亡くなった。でも、契約の民にとっては、契約が成就することには何の支障もないので、むしろそれこそが契約を成就していく旅程だということが分かっていたので、人間的ないろいろな感情的な部分はあるでしょうが、しっかり立ってそのことを心から受け止めて、最高の日にしていたり、最高の葬儀に持っていくことを見ていました。だから、未来に備える人は、今日の現実に絶望したり揺れたりしません。今日のこの日を最高の日として生きていきます。それを霊的なサミットと言います。状況、環境ごとに反応して、それにはまっていくということはサミットではありません。てっぺんに立っているので、下っ端で何がどう起ころうがまったく触ることができない、それがサミットです。
なぜでしょうか。契約は絶対にそのためにあるから、地球の全人口が立ちあがって邪魔して反対しても止められません。幸い私たちはイエス・キリストの契約の中にいます。エリシャの時代は、人間の救い主、唯一キリストしかいませんが。なぜかというとキリストだけが人生のすべての問題の根源にある誰も知らない神を離れいのちを奪われて、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものですよと言われる悪魔の子どものという身分になって、地獄の運命に捕らわれているので、人生様々な苦しみがあるのです。それを金があるからといって、努力するからといって、勉強するからといって、福祉制度があるから、それが変わるわけではありません。維持するために必要な部分がないわけではありませんが、根本的なところは触ることができません。だから、神様が根本の問題を解決することによって、私たちがまた神の子どもになり、地獄の運命から救われることのために、悪魔のしわざから解放されることのために、諸々の悪霊どもに打ち勝つことができる権威を授けるために、キリストを約束したわけです。キリストは、悪魔の頭を踏み砕いて勝利するまことの王様であり、キリストはすべての罪をきよめられる祭司であり、キリストは神様とまた一緒になることができる道、預言者と言う意味があるわけです。キリストしかありません。キリストが来られることが希望であり、これこそが神の契約であり、だれも邪魔できません。そして、キリストが来られないといけないのです。私たちには、希望がありません。エリシャはその契約をの握っていました。いまの私たちにとっては、そのキリストが来られてすべてを成し遂げられて、すべて完了したとおっしゃっているので、いまの私たちにとって契約は、イエスを信じている者は、永遠のいのちを持ち天国に行けるようになるだけではなくて、エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまで、イエスの証人となる。福音宣教が行われ、それに用いられることによって、暗やみの王国が砕かれて、神の国が私たちを通して臨まれるようになる。これが契約です。絶対成就します。いまさまよっているのでしょうか。それも旅程です。契約は邪魔されません。皆さんが、神様は嫌だと思っていても、世界福音化は必ず成就します。旅程です。

だから、私たちは、今日の現実に惑わされずに、絶望したりせずに、今日を最高の日に生きるのです。サミットとして。それで死ぬなら結構ではないでしょうか。そのように契約の旅程として見て、それに順応しながらサミットとして堂々と生きているのに死の影の谷を歩くなら、歩けば結構です。刑務所の中に入れられた。入ればいいわけです。そして、契約が絶対成就することが分かって、今日に負けない人は、今日を最高の日にして生きていながら、人生のポイントを今日そのものではなくて次世代の方に据え置くようになります。これが勝利者です。エリシャは、そういう意味で険しい時代、危険な状況であったのにもかかわらず神学校を建てて、神学生を育てていたわけです。私たちにはいろいろな誘惑があります。富をもって誘惑したり、成功への誘惑などがあるわけです。別に金持ちになったり、成功することが悪いわけではありません。でも、それが目標になるというのは誘惑なのです。金持ちになるのも成功することも未来に備えて弟子を育てるために、次世代をしっかりと契約をまっとうする人間にしていくために富みも必要だし、成功も時には与えられるかもしれません。富に対して、成功への誘惑がある中でそれを振り切って、ポイントを富と成功ではなくて弟子、次世代の方に起きます。なぜなら契約が絶対に成就するのであれば、これはずっと続かないといけないし、ずっと続くはずなのでその次嫁ぎを見るのが当たり前でしょう。だから、今日一日を最高の日にして生きることもそのためです。皆さんがレムナントの働きをしてすぐに実が結ばれないときもあるし、また神学校がすぐに目指すものにならないときもあるし、皆さんの働きがそのように思われるかもしれませんが、それで失望したりしないでください。それらすべてが未来に備えることなのです。ときには苦難や迫害があります。それをいちいち悪い良いと向き合わず、その中でポイントは弟子と次世代なのです。それは苦難も邪魔できません。だから、どんな状況であろうが、クリスチャンの私たちは、未来に備える人は、希望にあふれる肯定的なものを持つわけです。苦難があるから悪い。こういうことがあるから辛い。辛い失望することとは事と別の話です。初代教会の人たちは、微笑みながら殺されました。それが希望の中にある肯定というものなのです。結局、いま皆さんがやっていること、生きることすべてが土台をつくるためのものだという土台の思想を持たないといけません。私たちの言葉で言いますと、システムを構築するためのことなのです。

だから、レムナントの皆さんは、皆さんが見るときにはどういう大人に見えるのかわかりませんが、人間的な部分ではなくて、契約の部分においていくらでも土台にして踏み台にして上に上がらなければいけません。と同時にいまから決心してください。私もレムナントを育てるミニストリーになる。神学生を育てる献身者になる。人生のポイントが弟子、次世代、レムナントの方に持っていかなければいけません。いま直接関わっているかは別にして、なにをするにしてもポイントはそこにあるのです。2018年度で終わりではありません。だからといって、永遠に続くわけでもありません。契約は絶対に成就します。ですから、失望せずに今日に対して執着などしないでください。未来に備える人は、今日そのもの、それが人間なのか物なのか思想なのか環境なのかはわかりませんが執着などしません。執着は中毒です。捕らわれることです。逆に、今日様々な現実に対して、つぶやき、不平なども全部下しましょう。そうしてしまうのは旅程がなにか分かっていないからです。むしろ今日の現実の中で契約の旅程の祝福を見つけ出そうとしましょう。
そうすることによって皆さんの人生のフォーカスを、なにをするか、いまどういう立場なのか関係なく、人生のフォーカスを野望と欲から次世代と弟子の方に移し替えて、ポイントをそちらの方に合わせるようにしましょう。私はなにをすればよいのだろうか。もちろん神様から示されて確認しないといけないのでしょうけれども、そんなに悩み事ではありません。弟子と次世代というポイントがあるから。次世代といってもただ次の世代ということではありません。この契約は絶対に成就するのだということを信じる人を育てていくということです。これがずっと続くように。神様はそのことのために必要なすべてを加えて与えられてお証しできるようにしてくださるでしょう。エリシャは未来に備えた成功勝利者でした。その理由を今日のメッセージを通して確認し、皆さんの契約として確認し握って、皆さんも未来に備えるすてきな勝利者として歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。いまの現実、いろいろありますが、それ以前に絶対成就する契約を握るようにしてくださり、だから今日が契約の旅程であることを忘れずに、今日の一日をどんな状況であれサミットとして最高の一日を生きるクリスチャンになるようにしてください。そして、そういう今日に振り回されないことによって、人生のポイントを弟子と次世代にしっかりと合わせることができますように。それで聖霊の導きの中に勝利の歩みを歩めるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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